
 

 

宮崎支部活動報告 

１ 研究主題  

「理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、豊かな未来を切り拓く理科教育」       

   

２ 研究内容  

月 行事 内容 

５ ・第１回理科主任会（紙面） 年間事業計画 役員選出 

８ 
・第１回研究会 ４日（水）宮崎大学附属中学校 

・自己紹介 ・研究方針の決定 

９ 

・第２回研究会 

 

 

・第３回研究会 

 

 

・第４回研究会 

６日（月）Zoom によるリモート会議 

・環境教育について 

・ひなたシートについて 

１３日（月）Zoom によるリモート会議 

・指導案検討 

・ひなたシート完成 

２７日（月）Zoom によるリモート会議 

・指導案完成 

１０ 

・みやざきサイエンティスト育成事業 

「サイエンスコンクール」 

・宮崎大学附属中学校公開授業 

１日（金） 

・審査 

１９日（火）宮崎大学附属中学校 

・公開授業 

３ 
・第２回理科主任会（紙面） ・事業、会計報告 

・令和４年度について 

 

３  研究の実際 

本支部では、このような理科授業を展開するために、以下の３点を重要視し、研究を進めた。 

ア 学習前の既有の知識や技能等を明確にしておく。 

イ 既有の知識や技能等が変容する過程を可視化する。 

ウ 学びの全体を振り返り、何がどのようになぜ変わったのかを振り返る。 

この３点を体系的かつ構造的に網羅すると考えているのが、パフォーマンス課題の設定・ひなたシートである

と考えた。 

（１） パフォーマンス課題の設定 

パフォーマンス課題とは、表１のように、様々な知識やスキルを総合して使いこなすことを求めるような複雑

な課題のことである。そして、パフォーマンス課題を単元指導計画の中に取り入れることによって、「理科の見

方・考え方」を効果的に働かせることができる。ただし、パフォーマンス課題の設定に関しては、理科の本質に

即していることが必要不可欠である。理科の本質を外すことなく、子どもの切実性や現代社会で求められるもの

が考慮されたパフォーマンス課題にするためには、表２の視点で検討する必要がある。  



 

 

表 1 各小単元のパフォーマンス課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表２ パフォーマンス課題を設定する際の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真正性 
リアルな課題になっているか。 

現実世界で試されるような力に対応しているか。 

妥当性 測りたい学力に対応しているか。 

レリバンス 学習者の身に迫り、やる気を起こさせるような切実な課題になっているか。 

レディネス 学習者が少し背伸びすれば手に届く程度の課題になっているか。 

 

（２） ひなたシートについて 

中央教育審議会（答申）等でも示されているように、「思考力・判断力・表現力等」と「主体的に学習に取り組

む態度」については、パフォーマンス課題を用いて一体的に評価することが有効である。また、実際の評価にあた

っては、ひなたシートが有効であると考える。具体的には、各単元で理科の本質に即したパフォーマンス課題を

設定する。そして、生徒は単元の学習前後に、それぞれ全く同じパフォーマンス課題に取り組み、１枚のシートに



 

 

表３ 「大気の動きと日本の四季」の評価規準・規準 

記録する。それをもとに一連の学習を生徒が振り返ることで、自分の考えがどう変わり、それについてどう思っ

ているのか自己評価させる。 

ひなたシートのもう１つの良いところは、学習前に、その単元に関する課題に取り組ませることで、教師が生

徒の既有の知識や考えのズレを把握できることである。このような実態把握をもとに、教師がそれに応じた指導

計画を立てて授業をすることで、生徒の資質・能力を適切に育むことにもつながる。また、生徒もこの課題を解決

するために、自分が何を学ぶべきか知ることができ、今後の学習に見通しをもつことができる。つまり、「メタ認

知」のような高次の資質・能力の育成にもつながると考えている。 

そして、中単元の目標を基にして、評価規準を平易な箇条書きにして作成することで、教師と生徒がともに中

単元で身に付けるべき力を意識しながら、学習を進めることができると考えた（表３）。 

 

 

 

評価規準 とてもよい（A） よい（B） 改善が必要（C） 

これまでの学習を基

に、大根やぐらが冬に

だけ作られる気象的理

由を、気象の変化の規

則性と関連付けて推論

できる。 

単元を貫く課題に対し

て、単元で学んだこと 

を分析して解釈しなが

ら、科学的な妥当性の 

高い考えを記述すること

ができている。 

単元を貫く課題に対し

て、自分なりの答えを 

記述することができてい

る。 

単元を貫く課題に対して、

自分なりの答えを 記述

することができていない。 

気象とその変化に関す

る事物・現象につい

て、学習を調整しなが

ら、粘り強く取り組

み、振り返りの欄に自

分の考えの変容を具体

的に記入することがで

きる。 

ひなたシートの見通しの

欄を具体的に記入し、他

者の考えを赤ペン等で記

入する等、学習を調整し

ながら、粘り強く課題に

取り組み、振り返りの欄

に自分の考えの変容を具

体的に記入している。 

見通しと振り返りの欄へ

の記述に、具体的な 記

述がない。 

または、他者の考えを 

赤ペン等で記入する等、

学習を調整しながら、粘

り強く課題に取り組む記

述が少ない。 

見通しと振り返りの欄へ

の記述がない。 

または、他者の考えを 赤

ペン等で記入する等、学習

を調整しながら、粘り強く

課題に取り組む記述がな

い。 

 

（３） 中学校第２学年「大気の動きと日本の四季」における実践例 

この単元では、「天気図や気象衛星画像から、気圧配置と風の吹き方や天気の特徴との関係を見いださせるとと

もに、日本の天気の特徴を日本周辺の気団と関連付けて理解させること」、「日本の気象を日本付近の大気の動き

や海洋の影響に関連付けて理解させること」、「気象現象がもたらす降水などの恵み及び台風や前線などによる大

雨・大雪や強風による気象災害を調べさせ、それらを、これまでの学習を踏まえて理解させること」の３つを目標

に学習を進めた。そして、生徒が３つの目標をどの程度達成できたか総合的に評価できるように、この単元で身

に付けた「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」を使って解決をめざす課題として設定したのが、「宮崎

市で、大根やぐらが冬にだけ作られる気象的な理由はなんだろう？」である。 

本実践では、この単元の学習前に、生徒にこの課題に取り組ませることで、学習の見通しをもたせた。そして、

学習後に再度同じ課題に取り組ませ、グループまたは全体で議論することで、より妥当性の高い考えを記述する

ことができるようにした（表４）。  



 

 

図５ 「大気の動きと日本の四季」のオーセンティックな学びを意識した課題 

表４ 生徒が書いたひなたシート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と今後の課題（〇成果 ●課題） 

○  本支部の研究部の先生方を中心に、各中単元のパフォーマンス課題を設定することができた。そして、ひなた

シートを工夫することにより、「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」「主体的に学習に取り組む態度」の３

観点を評価するためのエビデンスとして利用することができた。 

○  振り返りの欄の記述から、学習の前後で、自分の考えなどが変容していることを実感している生徒が多数いる

ことが分かった。 

●  研究部の活動が限られた職員のみの参加となり、宮崎地区全体に広げることができなかった。 

●  生徒がひなたシートの中単元を貫く課題を考える際、学習前ということもあり、生徒によって差が大きいよう

に感じた。 


